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学習指導

○未来を創る学力（主体性・協働性・創
造力）育成
・“みらい”の時間を中心とした探究を
通して、未来を創る学力である資質能力
の向上や素地育成を目指した授業づくり

○一人ひとりを見取り、個別最適化され
た学びや協働的な学びがある授業づくり
・学習規律と基礎・基本の定着

・１，２年生は生活科の中で季節遊び中心に、探究型学習を進めてきた。「夏」や「秋」をテーマにした学習では、一人ひとりが素材
に関わる中で、自然と「みんなでお祭りをしたい」という声が表出し、その声を基に単元のゴールに設定した。みらいヤードから様々
な材料を選び、自由におもちゃや屋台等の工作を創ることで、アイデアの実現をする姿が多く見られた。
・３～６年生は総合的な学習の時間で個人探究の時間を設定し、年間60時間程度実施した。1学期は探究テーマを見つける期間とし、2
学期から選択した探究テーマの追及を開始した。運動チーム、調理チーム、音楽チーム、芸術チームと大きく4つに分かれ、個人探究
を進めた。児童は、計画、実行するサイクルを何度も経験することで、見通しをもつ姿やアイデアを実現する姿が多く見られた。
・主体性、協働性、創造力の３観点については、アンケートと見取りの結果、主体性と創造力については上昇傾向にあることが分かっ
た。協働性については、ほぼ横ばいとなっている。１０月に自主研究会を開催し、市内外の先生方等から有意義な意見をいただくこと
ができた。
・各学級で、個別最適化された学習や自由進度学習等を実施してきた。児童が学習方法を選ぶことで、責任感をもちながら学びに向か
う姿が見られた。

Ｂ

・低学年の実践について、来年度は季節遊びだけでなく他の単元についても探究型の学習を取り入れることで、
カリキュラムマネジメントを行っていく必要がある。また、低学年はアンケート調査での数値は揺れがあるた
め、より丁寧な見取りが必要となってくる。
・３～６年生は個人探究としたことで、協働性を育む場面を意図的に設定する必要がある。また、個人が探究し
たいことの実現可能性を考慮し、次年度も継続できるようなシステムが必要である。
・主体性、協働性、創造力についての具体的な姿を言葉で表し、評価できるようにしていかなければならない。
毎時間の児童の良い姿を中心に見取り、言葉で残すことで次年度以降の評価に活用していく。
・教科の中でも探究型の学習について研究していく必要がある。今年度の生活科、総合的な学習の時間の方法を
活用し、組織的に取り組んでいきたい。

・ＩＣＴが導入され、計算ドリルがＡＩドリルになって、これからの時
代に合った指導法が求められているが、子どもは書くことで覚えていく
ので、基礎学力を身につけさせる方法として、これまでの学習法も大事
にしてほしい。低学年には、特にそれが重要である。
・自由進度学習も取り入れられているが、教師が児童一人一人の力を見
極めて、その児童にあった適切な方法で指導をしてほしい。
・「みらいの時間」の探究学習を参観したが、新しい取組ゆえに教職員
も大変苦労し、悩みながら取り組んでおられた。子どもたちも、同じく
いろいろと悩みながら「自分のやりたいこと」に向き合っていたことが
よかった。
・今年度の新しい取組から、評価はＡでもよいとも思うが、保護者・児
童のアンケートが下がっていることから、Ｂが妥当だと考える。

道徳教育
人権教育

○自他ともに尊重できるこころの教育
・道徳の時間の充実
・親子人権学習をはじめとした、さまざ
まな教育活動を通した人権教育の推進
・異年齢集団による主体的・創造的な取
組の推進

・道徳の授業の中で、対話を中心とした展開にしたり、児童の生活に返す問いを投げかけたりすることで、自分の考えをもち、道徳的
価値を深めることができる児童が増えてきている。しかし、実生活と結びつけることが難しい児童も一定数存在している。
・親子人権学習に向けて、講師を招いた研修の機会を設定し、最新の人権課題について学びを深めることができた。
・約１か月間の人権期間を設定し、友だちへの感謝の気持ちを書いたカードを掲示する活動に取り組み、学習発表会では保護者にも公
開した。また、親子人権学習やＰＴＡ人権講演会を実施し、発達段階に応じた人権課題について学んだり、参加型の講演会で心温まる
時間を過ごしたりすることができた。
・異年齢集団活動は、６年生が様々なアイデアを出して実施内容を工夫し、全校生が協力して楽しく活動できた。また、複数の班での
合同遊びや全校遊びなども計画し、感染状況や安全面を考慮しながら、状況に合わせた活動形態の工夫も見られた。

Ｂ

・道徳の時間に学習したことが、児童の実際の生活での判断力や実践力につながるように、授業研究による道徳
の学習の充実や指導のあり方の共通理解を図る。また、全教育活動を通して人権感覚を高める指導を推進する。
・様々な人権課題がある中で、全教育活動を通して自尊感情や思いやりの心を育みながら、人権教育を推進して
いく意識を高めるために研修等の機会を設定する。
・人権期間、親子人権学習については、今年度の内容を振り返り、より有効な方法、学習内容を追究していく。
・異年齢集団活動の実施方法については、今年度の方法を継承し、計画や振り返りを大切にしつつ、研究の方向
として位置づけている「探究」活動との連携や、児童会や委員会など班の枠にとらわれない新しい提案をしたり
するなど、内容面のさらなる活性化を図る。

・児童数が少ないので、人間関係が固定化されるところがある。また、
取組の状況の中で、「授業で学習した道徳的価値と実生活と結びつける
ことが難しい児童も一定数存在している。」と書かれているので、その
解消に向けた指導を今後もお願いしたい。
・放課後に出会う地域の児童の話の中には友だちへの意地悪や悪口はな
いが、時折、「学校に行きたくないなあ。」等のつぶやきを聞くことも
あるので、そういった情報を学校と共有できるようにしたい。
・評価は、Ｂが適切であると考える。

生徒指導
○児童一人一人に寄り添う生徒指導
・全教職員による児童の共通理解
・いじめ、不登校に関する組織的な取組
・基本的な生活習慣と規範意識の確立

・児童一人一人の実態を把握し、丁寧に寄り添うために、学期に１回「心の健康観察」（生活アンケート）を実施した。また、その結
果をもとにして、全児童に対して担任からのヒアリングを実施し、必要に応じて聞き取り内容を全職員で共有した。
・問題行動があった場合には、関係職員で会を設定し、複数の視点で今後の対応を検討した。
・生活目標のさらなる意識づけに向けて、児童会や委員会と連携した啓発活動において、給食時に放送委員が毎日アナウンスをした
り、生活目標の拡大掲示を担当委員会で作成したりした。
・長期休業明けに「生活ふり返りカード」による自己評価および保護者によるチェックを実施し、少しでも早く学校生活のリズムを取
り戻せるようにした。
・月に１回生活指導委員会を開き、児童の実態の共有や対応の検討を行った。また、「口吉川っ子のくらし」が児童の実態や時代に適
しているか検討し、修正した。職員会議においては、これらの共有に加え、不登校・いじめ対応等に関する各種マニュアルや研修内容
の伝達講習も実施した。

Ｂ

・来年度以降も「心の健康観察」を実施し、合わせてヒアリングも行うことで、児童の内面を把握できるように
努める。そして、職員間の共通理解、児童の実態に応じた長期的な指導のため記録を保存し、次年度に引き継げ
るようにしていく。
・今後も問題行動発生時には迅速な報告・連絡・相談を行い、複数の目で対応を検討する体制を維持していく。
・長期休業明けの学校生活をスムーズに送れるよう、「生活ふり返りカード」の取組を継続したい。また、ゴー
ルデンウィーク明け等、活用の範囲を広げることも検討したい。
・来年度も児童の実態や時代の変化などに合わせて、生活目標や「口吉川っ子のくらし」の内容を検討する。そ
の際、児童会や委員会等の参画を図り、児童による啓発活動の活性化や達成状況の共有など、さらなる意識づけ
を図りたい。

・道徳・人権と生徒指導はつながっているので、「心の健康観察」・
「生活振り返りカード」など、取組としては適切である。
・現在、不登校の児童はいないと聞くが、どの児童もそれぞれにいろい
ろな事情を抱えながら頑張って登校している。中には、学校への行きし
ぶりが見られる子もいるとのことなので、児童一人一人の様子をしっか
りと見定めながら、今後もその児童にあった適切な声掛け等を行ってほ
しい。
・評価は、Ｂが適切だと考える。

特別支援教育
○個に応じた教育の実践と体制づくり
・支援の必要な児童への適切な対応
・交流及び共同学習を通した相互理解の
推進

・個別の指導計画や教育支援計画を作成し、会議等で児童の共通理解をして、全教職員で全校生を育てている。支援の必要な児童の保
護者との連絡を密にし、専門機関に相談する機会を設け、児童に合わせた指導にあたっている。
・教室環境を整える、学習のルールを決める、一日の流れや授業の見通しをもたせる等、ユニバーサルデザインの考え方について周知
し、児童が学習しやすいように配慮している。
・にこにこウィーク（特別支援学級と通常学級の交流授業）や特別支援学級発信の活動等を通して、特別支援学級の児童と通常学級の
児童、教師との相互理解や啓発を図った。交流学級の児童は、日常的に関わり合い、理解を深めている。

Ｂ

・児童の実態をより的確に把握し、個に応じた適切な支援に努めるために、保護者との連携を密にする。特に支
援が必要な児童については、より細やかな対応をするために、専門機関との連携を図り、教育相談の内容や発達
検査結果のフィードバックをしてもらい、学校でできる支援を継続的に共有し、実行していく。そして、個別の
教育支援計画や指導計画を随時更新して引き継ぎ、児童がより充実した生活を送れるようにしていく。
・特別支援学級の児童は、今年度から一人学級であるが、引き続き交流学級だけでなく、他学級との合同授業や
特別支援学級発信の活動、学校行事などを通して、さらに相互理解を深めていく。また、全教師も積極的な関わ
りを続けていく。

・今年度、特別支援学級の在籍児童は一人であるが、同じ学年の児童と
同じ教室で学ぶことは、とても大事なことではある。別のことをしてい
ても良いと思うので、教科や学習内容によっては同じ空間にいてみんな
と同じように歩んでいけると思えるような雰囲気の学級づくり・学校づ
くりを行ってほしい。
・評価は、Ｂが適切だと考える。

安全・防災教育
○安心・安全な学校づくり
・防災教育の推進
・安全指導の実施
・感染症対策の実施

・不審者対応訓練では三木署の方を招き、３階教室付近まで不審者が侵入した想定で実施した。職員は不審者に対峙し、児童だけで教
室内にバリケードを築き、身の安全を確保する方法を学んだ。
・火災を想定した避難訓練では、児童には訓練時刻を知らせずに昼休みに実施した。児童は教師の指示にただ従うのではなく、自分で
どうするべきか考えた上で行動するようにさせた。また、教師が近くにいない状況にあっても落ち着いて避難する児童の姿を見ること
ができた。
・地震を想定した避難訓練では、授業中に大地震が発生したという想定で実施した。教師はその場にいるが「いない」という想定で行
い、自らルートを探しながら避難する児童の様子を見守り事後学習に生かした。今年度初めてヘルメットを使用し、頭を守る意識づけ
ができた。
・児童と共にする避難訓練とは別に、職員だけで刺叉訓練や救助訓練を実施した。
・気象警報や悪天候によるドライブスルー方式の引き渡し方法は、家庭に周知し、職員同士の共通理解ができている。
・感染症対策として、手洗いに関する保健指導を行った。具体的には、手洗いの有効性や感染症との関係性について行った。また、体
育保健委員会の児童と連携し、全校生に向けた啓発を行った。
・感染症対策は、衛生に関する意識を持つことが大切であるため、トイレの使用方法や身支度（ハンカチやティッシュ）に関する指導
を行った。
・今年度も保健掲示板や保健だよりを活用し、児童や家庭に感染症の流行と対策に関する啓発を行った。
・感染症の分類が変更されたことにより、感染症発生時の対応が大きく変化したが、登校時の健康観察や学校保健安全法に則した対応
を行った。

Ａ

・児童には学校だけでなくいろいろな場面で生かせるような防災教育を行う。今後も自ら身を守る行動ができる
ように訓練方法を考える。職員は学校においての災害時に的確な指示が出せるように職員研修を行う。
・感染症対策である手洗いの指導や衛生に関する指導については、児童により定着度に差があるため、学年に合
わせた指導だけでなく、個別で行う。
・感染症の分類が変更されたことにより、感染症に関する意識の低下が見られるため、保健指導や保健掲示板、
保健だより等を活用し、学校全体で意識を高めていく。

・避難訓練の方法を何パターンも考えられていて、よい取組だと思う。
その方が実際の場合に臨機応変に対応できる。昔の避難訓練は、パター
ンが毎回同じで、その方法は身につくかもしれないが、本当に避難しな
ければならない状況のときに適切な対応ができない恐れもあった。子ど
もたちが、自分の命を自分自身で守る方法を考えられることが大切であ
る。
・新型コロナウイルス感染症は、５類になったが、学校ではさまざまな
感染症が一気に広がることがある。日ごろの感染症対策は、手洗いが重
要と聞くので、引き続き徹底されたい。とはいえ、恐れすぎず、バラン
スよく、のびのびとたくましく育ってほしい。
・新しい方法を実践されていることから、評価は、Ａが適切だと考え
る。

学校の組織力の
向上
・

教職員の
資質能力の向上

○児童に寄り添い、共に歩む教師
・小規模校のよさを生かし指導力を向上
させるための研修の実施
・専門性向上に向けた意欲的な研修への
参加促進
・タブレット端末活用能力の向上
・子どもに向き合う時間の創出及びワー
クライフバランスにつながる学校業務改
善の推進

・児童一人一人に寄り添い共に歩もうとする教職員の意識を高く持ち、日々の教育活動等を実践している。また、小規模校の良さを生
かし、今年度からカリキュラムに位置づけ学校を挙げて取り組んでいる「みらい」の時間(探究学習）を中心に、研究推進担当がリー
ダーシップを発揮してその指導力向上のための校内研修、自主研究発表会等を計画的かつ積極的に実施してきた。しかし、それ以外の
授業力向上、授業改善に向けた研修の仕方を工夫していく必要はある。
・夏季休業中を中心に専門性を高めるため各自その意識をもって専門研修講座等を利用し研鑽に努めた。さらに、「みらい」の時間の
充実につなげるための先進校の研修会や自主研究会にも意欲的に参加する職員が増えてきた。個別最適な学びと協働的な学びの一体化
に向け、自由進度学習や新たな取組についても職員各々が積極的に研修に参加するなどして研鑽を積んできている。また、管理職とし
て研修履歴等を活用しながら職員一人一人の資質能力の向上に向け指導助言を行っている。
・タブレット端末活用能力の向上については、日々教職員同士の教え合いはもちろん、デジタルドリルの活用について校内研修を行っ
たり、文部科学省から学校DX戦略アドバイザーに講師として来てもらい、実際の授業を見てもらいながら指導を仰いで授業改善に努め
ている。
・学校業務改善について、職員会議のペーパーレス化や職朝メモの活用などで会議の短縮を図っている。また、カリキュラムを工夫
し、「みらい」の時間や運動会での全校表現、プール指導の全校一斉実施等により、教職員全体で同じ教育活動に携わりフォローし合
える体制はつくりつつあるが、一方で新たな業務も増えたりしている中で十分業務改善が推進できているとは言えない。

Ｂ

・各教員の持ち時間が多く、互いに校内で授業を見せ合い学級経営や授業スキルを伝え合う研修は取りにくい現
状はある。各自がこれは残しておこうとか、これはチャレンジだと思うような単元や授業について動画で残して
おき、学校の財産として蓄えていく。それを、機会があるときや必要なときに互いに視聴することができるよう
にし、授業公開や研究授業による負担感をなくしつつ、日常的な授業改善や授業力の向上につなげる。
・スクールサポートスタッフの要請をするとともに、地域人材を活用して、子どもたちの学習サポートや休み時
間の見守り、清掃活動、行事の事前準備や当日のスタッフなどに関わっていただく中で地域とともにある学校を
めざす。
・小規模校だからこそ、地域を巻き込む活気ある行事や教育活動は児童の成長に大変有効であるが、年度初めな
どに全教職員で主な行事の意義や内容について吟味し見直していくことも、教職員の負担軽減を図り、ゆとりを
もって児童と接する時間を捻出していくうえで大切である。

・運動会の全校児童による表現はとてもよかった。昨年度より、それぞ
れの児童・学年の表現したい内容が工夫されていた。
・保護者のアンケートで、「お子さんは、学校生活を楽しんでいると思
いますか」に肯定的な回答が１００％を占めている。また、児童アン
ケートでも、「学校生活は楽しいですか」の項目で肯定的な回答が、９
４％以上となっている。このように思える学校は、このこと自体素晴ら
しいと思う。
・教職員の数が少なく、先日行われた「みらいの時間」のような全校規
模の行事で、手が足りないのはよくわかるが、児童の学習活動がスムー
ズに進むよう、教職員でよく打ち合わせを行ってほしい。教職員の負担
軽減は、工夫によって可能となるので、よく話し合いながら改善してい
ただけたらと思う。
・評価は、Ｂが適切だと考える。

家庭・地域との
連携

○地域に根ざした学校づくり
・広報活動の充実
・地域の教育力を生かした学習活動の推
進
・地域と連携した諸行事の開催

・今年度は5月にコロナ禍が明け、教育参観・運動会・学習発表会については、保護者の他に来賓や地域の方が来校することが出来
た。運動会では親子競技が復活し、特に高学年での借り物競争は、地域の方を巻き込んで大変盛り上がった。マラソン大会について
は、地域の方にも沿道で応援してもらえたので、児童はその応援を得て、力一杯走ることが出来た。
・今年度も、１月に体育館で書き初めを行った。地域の指導者に来校いただき、手本を見せて頂いたり学級全員で作品を仕上げたり
と、「筆で書く」楽しさを十分味わえる内容だった。
・学校ホームページについては、学校行事をはじめ日々の児童の様子をできるだけ細かくアップデートするよう心がけた。今年度も、
ＳＷＡＹというインターネットを使った情報発信手段を利用したりして、できる限り学級の様子を保護者に発信した。

Ｂ

・教職員のアンケートが0.4ポイントプラスになっている。コロナの制限を気にせずに保護者や地域の方々とふ
れ合えたことが数字に影響していると考えられる。学校行事のみならず日々の児童の様子をＨＰに上げたことで
昨年度よりも閲覧数が伸びていた。一方、保護者のアンケートでは、0.6ポイント下がっている。プラス面に捉
えるならば、学校に行く機会が増えて、ＨＰや学校通信を見なくても児童の様子が把握できるということが理由
として考えられる。マイナス面としては、学校通信や学級通信の発行部数が本アンケートで保護者が肯定的に回
答できるほど多くはなかったのではないかということが考えられる。また、行事や事務連絡等が、別の保護者連
絡システムで行われるようになったことも考えられる。
・今後も地域との連携を密にしながら教育活動を行っていくが、一方で教職員は働き方改革という視点を入れて
これまでの教育活動を見直していかなくてはならない時代がやってきている。だからこそ、常に「子どもは、地
域の中で人間的なふれあいを通して育つ」ということを念頭に取り組んでいかなければならない。
・今後も学校の取組の様子を広く知ってもらうために、教職員全員で学級・学校通信・ＨＰの更新に力を注いで
いきたい。

・老人会など地域のグループの中には、コロナ禍の４年間で小学校との
つながりがなくなってしまったものがある。そして、グループの中でも
引継ぎがうまくいかないと、コロナ禍以前に例年行っていた行事が途切
れてしまうことがある。地域と交流する行事を小学校内でもよく引き継
いで、できれば今後も地域と学校のつながりの中で児童の成長を見守っ
ていけたらと思う。
・評価は、Ｂが適切だと考える。

令和５年度　学校評価　学校関係者評価書

 


・児童・教職員にとってワクワク・ドキドキできるような、魅力ある学校づくりを進める。
・基礎・基本の定着を図り、自らすすんで求め、主体的に学習に取り組む態度を育成し、対話的、深い学びにつなげる。
・思いやりの心をもって、互いの良さを認め合い励まし合う態度を育成する。
・特別支援教育における組織的支援体制づくりと啓発促進を図る。
・心身ともに健康で、粘り強く取り組み、やりぬく児童を育成する。
・教育の専門家として、指導力・組織力の向上に努め、積極的に研鑽を積む。
・小規模校の特性を生かし、保護者・地域の願いを大切にし、信頼される安全で安心な学校づくりを進める。

・全体を通して、取組に対する課題の抽出が整理されており、改善の方
策もそれに合わせ具体的に挙げられている。以上のことから、学校全体
でしっかり分析・検討し、それを謙虚に受け止めていることが伝わって
きて、評価方法は適切であると考える。
・次年度、評価アンケートの項目や文言の詳細については、昨今の社会
変化等を鑑み若干の見直しを検討していただきたい。

学びの楽しさ あふれる子の育成


